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テクニカルインフォメーション
横河電機 FA-M3R ﾂｰﾙﾎﾟｰﾄ、またはﾊﾟｿｺﾝﾘﾝｸﾓｼﾞｭｰﾙ F3LC12-1F  

との接続に関して 

Ｖ７、Ｖ６シリーズ No. TI-M-0020-1 1/9 

のＣＰＵモジュールのプログラミングツールポート、またはパソコンリンクモジュール 

－１ＦとＶシリーズを接続する際の設定手順を説明します。  

： Ｖ７１２ｉＳ 

： ＦＡ－Ｍ３Ｒ（ＳＰ５８－６Ｈ）、Ｆ３ＬＣ１２－１Ｆ 

： Ｗｉｄｅ Ｆｉｅｌｄ Ｖｅｒｓｉｏｎ Ｒ２．０４ 

ュールのプログラミングツールポートと接続する場合 

定で接続します。 

レート   ： １１５Ｋｂｐｓ 

タ長    ： ８ビット（固定） 

ップビット ： １ビット 

ティ    ： 偶数 

チェック  ： あり 

Ｔの設定 

－ＳＦＴを立ち上げ、新規画面を作成します。 

編集機種」ダイアログでモニタッチの機種を選択し、[OK]をクリックします。 

に、「PLC 選択」ダイアログで[横河電機 FA-M3R]を選択し、[OK]をクリックします。 
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② 「通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」ダイアログが表示されます。 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ：115K BPS に設定、信号ﾚﾍﾞﾙ：RS232C をチェックします。 

 

 

 

③ [細かい設定]タブをクリックします。 

ﾊﾟﾘﾃｨ：偶数、伝送形式：ｻﾑﾁｪｯｸありに設定、ﾃﾞｰﾀ長：8 ﾋﾞｯﾄ、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 ﾋﾞｯﾄ 

をチェックして、[OK]をクリックします。 

 
 

 

以上でＶ－ＳＦＴの設定は完了です。 
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Ｗｉｄｅ Ｆｉｅｌｄの設定 

① Ｗｉｄｅ Ｆｉｅｌｄを起動します。 

プロジェクトを新規作成する場合は[ﾌｧｲﾙ]→[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの新規作成]を選択し、[ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名]を入力、ＣＰＵ機

種を選択して、[新規作成]をクリックします。 

既存のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを使用する場合は⑤へ進みます。 

 

 

 

 

      

 

② ブロックを作成します。 

[ﾌｧｲﾙ]→[新規作成]を選択し、[ﾌﾞﾛｯｸ]をクリック、ファイル名を入力して[OK]をクリックします。 
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③ [ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]→[実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構成定義]を選択します。 

 
 

 

④ 「実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構成定義」ダイアログが表示されます。 

ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ：設定するにチェックをいれます。 

構成ブロックにブロックが登録されていない場合は[<-選択]をクリックして構成ブロックにブロックを登録

し、[OK]をクリックします。 
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⑤ [ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]→[ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ]を選択します。 

 

 

 

⑥ 「ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ」ダイアログが表示されます。 
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⑦ [通信設定]タブをクリックします。 

 通信ﾓｰﾄﾞ：115200bps ﾊﾟﾘﾃｨ偶数を設定します。 

 ＣＰＵパソコンリンク機能の設定で、□ﾊﾟｿｺﾝﾘﾝｸ機能を使用する、□ﾁｪｯｸｻﾑにチェックをいれます。 

 設定が完了したら、[OK]をクリックします。 

  

 

 

⑧ [ｵﾝﾗｲﾝ]→[ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ]を選択します。 
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⑨ 以下のダイアログが表示されるので、[はい]をクリックします。 

    

 

 

⑩ 以下のダイアログが表示されると、転送完了です。 

 

 

 

以上でＷｉｄｅ Ｆｉｅｌｄの設定は完了です。 

 

 

 

 

◆パソコンリンクモジュールＦ３ＬＣ１２－１Ｆと接続する場合 

ポート１またはポート２に以下の設定で接続します。 

    ボーレート   ： １１５Ｋｂｐｓ 

    データ長        ： ７ビット 

    ストップビット   ： １ビット 

    パリティ         ： 偶数 

        サムチェック   ： あり 

 

Ｖ－ＳＦＴの設定 

① Ｖ－ＳＦＴを立ち上げ、新規画面を作成します。 

モニタッチの機種を選択し、[OK]をクリックします。 

次に、ＰＬＣの機種を[横河電機 FA-M3R]を選択し、[OK]をクリックします。 
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②「通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」ダイアログが表示されます。 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ：115K BPS に設定、信号ﾚﾍﾞﾙ：RS232C をチェックします。 

 

 

 

② ［細かい設定］タブをクリックします。 

ﾊﾟﾘﾃｨ：偶数、伝送形式：ｻﾑﾁｪｯｸありに設定、ﾃﾞｰﾀ長：7 ﾋﾞｯﾄ、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 ﾋﾞｯﾄ 

をチェックして、[OK]をクリックします。       

 

 

 

以上でＶ－ＳＦＴの設定は完了です。 
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    Ｆ３ＬＣ１２-１Ｆのディップスイッチ設定 

     Ｆ３ＬＣ１２－１Ｆのパラメータ設定は、ユニット側面に付いているディップスイッチで行います。 

z ＳＷ１を“Ｃ”にします。（C：115.2kbps） 

 

z ＳＷ２を以下の設定にします。 

ＢＩＴ２、３、５をＯＮにします。（２：PARITY YES、３：EVEN、５：CHECK SUM YES） 

その他はＯＦＦにします。 

 

z ＳＷ３はすべてＯＦＦにします。 

 

 

 

 

 

４．接続 

◆ＣＰＵモジュールのプログラミングツールポートと接続する場合 

  横河電機製ラダ－転送ケーブル「KM11-2N」を使って、ＶシリーズとＦＡ－Ｍ３Ｒを接続します。 

 

 

◆パソコンリンクモジュールＦ３ＬＣ１２－１Ｆと接続する場合 

V シリーズ                     

D-sub 25pin(Male: 凸)                               F3LC12-1F 

D-sub 9pin(Male:凸)                    

 

     

 

       

                                

RD    2 

SD    3 

  ER    4 

  SG    5 

  DR    6 

  RS    7 

  CS    8 

                                                     

                  

  ＊ツイストシールド線使用 

FG    1 

SD    2 

  RD    3 

  RS    4 

  CS    5 

  SG    7 
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